






























も scrimshaw とか，これを作る人を表す単語 scrimshander に馴染みのない英語
を母語とする人たちもいる。scrimshaw という語自体の語源にもさまざまな説
があって，特定されていない。スペリングも今では scrimshaw, scrimshander で
固定化されたが，固定化されるまでにはさまざまに綴られていた。
ナンタケッタ島の歴史協会博物館に，捕鯨船ポカホンタス号に乗っていたウ





船オライオンの船長ルース (Obed Luce, ?-?) の航海日誌には，scrimpshont とい
う語が見られることを，スクリムショー研究家のマリー (Richard C. Malley,
1952-) がその著書に引いている (p. 16)。また，出版されたのは１８７４年だが，
著者デイヴィス (William M. Davis, 1815-91) がガラパゴス諸島を訪れた航海が
１８４２年だったときの日誌『海の狩人，アメリカの鯨取り』(Nimrod of the Sea,
or the American Whaleman, 1874) では，scrimshone (p. 264) が用いられている。
メルヴィル (Herman Melville, 1819−91) は『モビーディック―鯨』(Moby-Dick,






















Kennedy: Scrimshaw Collector, 1964) の著者バーンズ (Clare Barnes, Jr., 1907-92)
は「多くの水夫がスクリムショーをたくさん作りだした。捕鯨中のスクリムシ
ョーの総数を３００万個近いと見積もっても差し支えないだろう」(pp. 14-5) と
述べている。また，『スクリムショー―鯨取りの民藝』(Scrimshaw: Folk Art of














スクリムショー研究では現在最も定評のあるフランク (Stuart M. Frank,
1948-) がその著書『スクリムショー・アーティスト事典』(Dictionary of













▲ 南蛮船（鬚） ▲ 三味線の糸巻き（鯨顎骨）















また『ミスティック港のスクリムショー』(Scrimshaw at Mystic Seaport, 1958)




Story of Yankee Whaling, 1959) は，１８６８年にマサチューセッツ州ニューベドフ
ォードを出港した捕鯨船ローマン号に船長ジャーネガン (Jared Jernegan, 1825-
99) が，妻ヘレン・クラーク (Helen Clark Jernegan, 1839-1934)，６歳の娘ロー










































































































































(Letters from an American Farmer, 1782) を著したクレヴクール (J. Hector St.




































































































▲ ドアノブ（鯨顎骨） ▲ 糸巻き（鯨顎骨）
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のすべての人々の避難所」(“provincially intended for the general asylum of the










エル・スターバック (Nathaniel Starbuck, 1635-1719) の妻メアリー (Mary, 1645-
1717) は，１７０１年，５６歳のときにクウェイカー教の説教に感動したあまり，
これに改宗している。メアリーはその優れた良識と影響力で「ナンタケット島
の偉大なメアリー」(“Great Mary of Nantucket”) とか「ナンタケット島の偉大


























したものである。エセックス号の一等航海士のチェイス (Owen Chase, 1797-
1869) の手記『捕鯨船エセックス号の驚くべき悲惨な難破の物語』(Narrative of
the Most Extraordinary and Distressing Shipwreck of the Whale-Ship Essex, 1821)
と近年発見されたキャビンボーイのニカースン (Thomas Gibson Nickerson,






者コフィン (Owen Coffin, 1802-21) が食料になるくじを引いてしまう。叔父で
船長だったポラード (George Pollard, Jr., 1791-1870) が代わりになると必死に説
得するが，取り決め通りにする，とコフィンは譲らない。またコフィンの命を






































































Warren Ashley, 1881-1947) が，その著『ニューイングランドの鯨取り』(The













































図２ マッコウの歯 図３ マッコウの歯







ャンダー』(The Scrimshander, 1978) の著者ギルカースン (William Gilkerson,
図６ セイウチの牙製 図７ マッコウの顎骨製の杖








り』(Scrimshaw and Scrimshanders: Whales and Whalermen, 1972) の著者フレイ




























『ミスティック港のスクリムショー』(Scrimshaw at Mystic Seaport, 1958) の
著者スタックポール (Eduard A. Stackpole, 1903-1993) は「スクリムショーのい
まだ解かれぬ謎の一つは，その起源だ」(One of the unsolved puzzles of this
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